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文・矢島進二 日本デザイン振興会 理事
text by Shinji Yajima

事業を構想し実践する「ビジネスデザイン」　第30回

まず「過去5年の平均売上高増加状
況」との相関が確認され、デザイン経
営に積極的な企業ほど、売上が成長し
ていることが示唆された。これは、過
去の調査では示されたことはない。更
に分析を深めると、「エンドユーザー
向けの事業を多く持つ企業」と、近年
注目が高まる「UX（ユーザー体験）
向上のためにデジタル技術の活用に積
極的な企業」は、デザイン経営に積極
的であるほど売上増加傾向にあるとい
う結果も得られた。

デザイン経営に積極的なほど
将来的な効果への期待が高い
次に過去の売上成長率が高い企業ほ
ど、「デザインへの投資は増加」し、
「デザインへの投資が将来的な展開や
新規事業等に効果を発揮する」と認識
されていること、そして「デザインに
関する教育や啓発、デザインに視点を
活用した手法に積極的であること」も
示唆された。

デザイン経営に積極的なほど
従業員からも顧客からも愛される
そして、同業他社と比較して自社の
ブランドまたは製品・サービスに対す

本連載はデザインと経営の最新の関
係の考察が目的で、今号で30回を迎
える。第1回では経済産業省と特許庁
が発表した「デザイン経営宣言」を取
り上げたが、その後も、大企業から地
域企業、スタートアップ、大学などに
おける最新の動向をキーパーソンの取
材を通してルポしてきた。
取材過程において幾度か、「デザイ

ンが経営に貢献したバックデータはな
いのか」「デザイン経営の導入や戦略
を策定する際に活用できる客観的な
データはないのか」などの問いを受けた。
「デザイン経営宣言」に掲載されて
いる調査データは海外企業が対象だっ
たため日本の実態を把握することがで
きず、また、デザインの取組みによる
アウトカム（期待される効果）が株価
推移のみで分析されていた。そのため
独自に日本企業の経営におけるデザイ
ン活用度調査を行うことにした。
調査の必要性を真っ先に提示したの

は、経営宣言の研究会メンバーでもあ
る永井一史氏であり、氏と協議を始め
たタイミングで偶然にも、当会が企画
運営する「東京ビジネスデザインア
ワード」で長年審査委員長を務める廣
田尚子氏から、三菱総合研究所がデザ

イン経営の研究に関心を持つことを知
る。結果的に永井氏と廣田氏が監修者
となり、三菱総合研究所をパートナー
とする共同研究チームを形成した。
同チームでは、他の国内外の調査レ
ポートを参照し、研究目的や調査手法
の検討から着手。同時にデザイン経営
を既に実践している経営者やマネ
ジャーとヒアリングを重ね、41の調
査項目を設定した。
そして「デザイン経営の推進度合い
をはかること」よりも、「デザイン経
営の取組みと売上等のアウトカムとの
相関を確認すること」を優先すること
とし、そのため調査対象をデザインに
関心を既に持つグッドデザイン賞の応
募企業にすることで、より有意義な結
果を得ることを目指した。

デザイン経営に積極的なほど
売上成長率は高い
2020年2月18日から3月26日にア
ンケートを行い、単純集計の後、「デ
ザイン経営の取組み」に関わる設問の
回答結果に対して、0～10点の配点を
付与し、回答企業を4種に分類した。
これをベースに様々な設問とをクロス
分析し、相関関係を解析した。

「デザイン経営」で企業の売上が成長
企業におけるデザイン経営の取組み状況調査 結果速報

日本デザイン振興会は、日本企業の経営へのデザイン活用度調査を全国規模で初めて実施した。
調査の結果、デザイン経営に積極的な企業ほど売上は成長し、従業員や顧客から愛着を持たれる

比率が高いことがわかった。本稿では調査結果の要点を速報する。

るコアなファンが多いと回答した企業
の割合は、デザイン経営の取組み状況
に応じて増加する傾向が見られた。ま
た、自社について従業員から「愛着を
持たれていると思う」と回答した企業
の割合についても、デザイン経営の取
組み状況に応じて増加傾向にあること
が確認された。

本調査では「経営へのデザインの浸
透状況」を始め、「投資」「評価制度」

いる。さらに詳細な情報は当会のウェ
ブサイト（www.jidp.or.jp）を参照
して欲しい。
先行き不透明な現代において、企業

経営へのデザインの導入・推進はもはや
必要不可欠である。本調査結果を、デザ
イン経営の導入を検討している経営層
や、社内や上層部に対してデザイン経営
を広めたいと考えているミドルマネ
ジャー、またデザイナーの職域や役割を
再認識するために役立てて欲しい。 

「人材」「組織」「教育」「実践」「ビジ
ネスへの浸透 」の8つの視点を抽出し、
これらに紐付けるように具体的な質問
を設けることで、デザイン経営の取組
みを、網羅的かつ全体観をもって把握
できるものと考えた。
デザイン経営の効果を、マクロ・概
観的に捉えることで、売上成長の視点、
顧客や従業員の視点、未来への期待の
視点などで、デザイン経営の取組みと
の関係性の高さが示唆できたと考えて

出典：日本デザイン振興会「日本企業におけるデザイン経営の取組み状況」（2020年11月）国内3,944社にアンケート協力を依頼し、519社から有効回答を得た


